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単
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10 

第
五
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12 
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回
・
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中
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可
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■
本
書
の
使
い
方 

１ 

ま
ず
は
自
分
で
通
読
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
ひ
と
ま
ず
後
で
。 

２ 

お
お
よ
そ
の
意
味
が
解
っ
た
ら
、
文
法
書
な
ど
を
参
考
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
句
形
に
注
意
。 

３ 

授
業
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
テ
キ
ス
ト
の
重
要
部
分
の
解
釈
や
知
識
な
ど
が
理
解
で
き
ま
す
。 

４ 

疑
問
点
が
残
っ
た
ら
、
教
室
で
質
問
し
ま
し
ょ
う
。
な
る
だ
け
早
く
答
え
ま
す
。 

５ 

全
訳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

６ 

最
後
に
、
テ
ス
ト
を
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
実
力
を
測
っ
て
、
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
を
チ
ェ
ッ

ク
。 

＊
両
面
印
刷
を
し
て
冊
子
に
す
る
と
、
見
開
き
で
上
に
課
題
文
・
下
に
板
書
ノ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
授
業
で
の
傍
線
部
・記
号
の
意
味 

二
重
線
…
…
指
示
語
な
ど
。 

Ｓ
マ
ー
ク
・
Ｖ
マ
ー
ク
…
…
そ
れ
ぞ
れ
、
主
語
・
述
語
。 

＜
マ
ー
ク
…
…
主
語
・
述
語
・
目
的
語
な
ど
の
か
け
て
い
る
箇
所
。 

▽
マ
ー
ク
・
△
マ
ー
ク
…
…
そ
れ
ぞ
れ
順
接
・
逆
接
。 

 

＊
漢
文
は
、
古
文
と
違
い
傍
線
を
引
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
古
文
と
違
い
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
授
業

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
知
識
や
句
法
を
再
確
認
、
読
解
し
て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。 

＊
漢
文
に
は
解
釈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
文
中
の
適
当
な
箇
所
を
訳
す
、
も
し
く
は
要
約
す
る
問
題
し

か
基
本
的
に
は
出
ま
せ
ん
。 

＊
セ
ン
タ
ー
の
問
題
を
持
っ
て
き
た
第
二
～
第
四
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
横
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
す

ご
め
ん
な
さ
い
。
打
ち
込
む
の
が
面
倒
な
の
で
…
…
。 
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第
一
回
・韓
非
子[

思
想] 

昔

者

む

か

し

楚そ 

ノ

共

王

与
二

晋し
ん
ノ

厲

公

れ

い

か

う

一

戦

 
 

フ
二

於

鄢

陵

ゑ
ん
れ
う
ニ

一

。

楚

師

敗

 
 

レ
テ

而

共

王

傷

 
 

ツ
ク

二

其

目

 

ノ

 

ニ

一

。
（
注
１
）

酣

戦

く
わ
ん
せ
ん

之

時

、
（
注
２
）

司し

馬ば

子し

反は

ん

渇

 
 

キ
テ

而

求

 
 

ム
レ

飲
 

 
ヲ

。
（
注
３
）

豎じ

ゆ

穀こ

く

陽や

う

操

 

と 

リ
テ

二

觴
（
注
３
）
せ
う

酒し
ゆ
ヲ

一

而

進

 
 

ム
レ

之

 
 

ヲ

。

子

反

曰

 

ハ
ク

、
「

嘻あ

あ

、

退
 

ケ
ヨ

、

酒

也

 
 

ト

。

」

豎

穀

陽

曰

 

ハ
ク

、
「

非

 

ザ
ル

レ

酒

 
 

ニ

也

。

」

子

反

受

 

ケ
テ

而

飲
 

ム

レ

之

 

ヲ

。

子

反

之

為
レ

人

也

嗜
た
し
な
ミ

レ

酒

 
 

ヲ

、
而

 

シ
テ

甘う

ま

レ シ
ト
ス
ル
ヤ

之

 

ヲ

弗

 

シ
テ

レ

能

 

ハ

レ

絶
 

ツ

二

於

口

 

ニ

一

而

酔

 

フ

。
戦

 

ヒ

既

 

ニ

罷や

ム

。

共

王

欲

 

シ

二

復

 

タ

戦

 
 

ハ
ン
ト

一

、

令

 

ム

三

人

 
 

ヲ
シ
テ

召
 

サ

二

司

馬

子

反

 

ヲ

一

。

司

馬

子

反

辞

 
 

ス
ル
ニ

以

 

テ
ス

二

心

疾

 

ヲ

一

。

共

王

 

（
注

駕
５
）
シ
テ

而

自

 

ラ

往

 

キ

、

入

 

リ

二

其

 
 

ノ
（
注
６

幄）
あ
く

中ち
ふ
ニ

一

、
聞

 

キ
テ

二

酒

臭

 

ヲ

一

而

還

 

ル

。
曰

 

ハ
ク

、
「

今

日

之

戦

 

ヒ

、

不
（
注
７
）

穀

親

 

ラ

傷

 

ツ
ク

。
所

 

ノ

レ

恃た
の
ム

者

司

馬

也

。
而

 

ル
ニ

司

馬

又

酔
 

ヒ
テ

如
 

シ

レ

此

 

ク
ノ

。

是

 

レ

亡
わ
す
レ
テ

二

楚

国

之

社

稷

し
ゃ
し
ょ
く
ヲ

一

而

不

 

ル

レ

恤う
れ
ヘ

二

吾

 

ガ

衆

 

ヲ

一

也

。

不

穀

無

 

シ
ト

二

復

戦

 

タ

 

フ

一

矣

。

」

於

 

イ
テ

レ

是

 

ニ

還
め
ぐ
ラ
シ
テ

レ

師

 

ヲ

而

去

 

リ

、

斬き

リ

二

司

馬

子

反

 

ヲ

一

以

為

 

テ

 

ス

二
（
注
８
）

大

戮

た
い
り
く
ト

一

。

故

 

ニ

豎

穀

陽

之

進

 
 

ム
ル
ハ

レ

酒

 

ヲ

、

 

不
三

以

 

テ

讎
あ
だ
ナ
ス

二 ニ
ア
ラ

子

反

 

ニ

一

也

、
其

心

 

ノ

 
 

忠
二

愛

 

シ

之

 

ヲ

一

、
而

 

モ

適
た
ま
た
ま

足

 
 

ル
ナ
リ

二

以

殺

 
 

テ 
 

ス
ニ

一レ

之

 

ヲ

。

故

 

ニ

曰

 

ハ
ク

、

「

行

 

フ
ハ

二

小

忠

 

ヲ

一

、

大

忠

之

賊

也

 

ト

。

」

 

 （
注
）
１
戦
い
の
最
中 

２
軍
事
担
当
の
職
名 

３
主
人
の
雑
用
係 

４
盃
に
入
っ
た
酒 

５
乗
り
物
に
乗
る 

６
陣
に
張
っ
た
テ
ン
ト
の
中 

７
君
主
の
用
い
る
一
人
称 

８
最
も
重
い
死
刑 
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第
二
回
・山
志[

随
筆](

2007
セ
ン
タ
ー
○追) 
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第
三
回
・唐
語
林[

小
説](

1995
セ
ン
タ
ー
○本)
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第
四
回
・後
漢
書[

史
伝](

2001
セ
ン
タ
ー
○追)
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第
五
回
・約
言[

日
本
漢
文] 

有
 

リ

下

施ス

二

恵

於

人

ヲ

 

ニ

一

者
上

。
而

曰

 

ハ
ク

、「

必ズ

有

 

リ
ト

二

重

報
一

。
」

可

 

シ

レ

謂
 

フ

レ

貪た
ん
ト

矣

。
曰

 

ハ
ク

、「

欲

 

シ

レ

明
ラ
カ
ニ
セ
ン
ト

二

軽

 

ン
ジ
テ

レ

財

 

ヲ

重

 

ン
ズ
ル

レ

義

 

ヲ

之

志

 

ヲ

一

耳

 

ト

。
」
可

 
シ

レ

謂

 

フ

レ

好

 

ム
ト

レ

名

 

ヲ

矣

。
曰

 

ハ
ク

、
「

我

不

 

ル

レ

忍

 

ビ

レ

視

 

ル
ニ

三

其

 

ノ

転
こ
ろ
ブ
ヲ

二

於
（
注
１
）

溝

壑

か
う
ぐ
わ
く
ニ

一

也

 

ト

。
」
有

 

リ

二

慈

心
一

焉

。
曰

 

ハ
ク

、
「

彼

 

モ

亦

 

タ

天

之

所
レ

生

 

ズ
ル

、

済
す
く
フ
ハ

レ

之

 

ヲ

所
二

以

事
つ
か
フ
ル

一レ

天

也

 

ニ

 

ト

。

」

合

 

ス

二

敬

天

之

義

 

ニ

一

焉

。
施

 

ス
ハ

レ

恵

 

ミ
ヲ

一

也

。
為

 

リ

レ

貪

 

ト

、
為

 

リ

レ

好

 

ム
ト

レ

名

 

ヲ

、

為

 

リ

レ

慈

 

ヲ

、
為

 

ル
ハ

レ

敬

 

ス
ル
ト

レ

天

 

ヲ

、
唯

 

ダ

其
 

ノ

心
 

ノ

所

 

ノ
ミ

レ

存

 

ス
ル

也

。
故

 

ニ

敬

 

ス
ル

レ

天

 

ヲ

者

 

ハ

、
行

事

未

 

ダ

三

必

 

ズ
シ
モ

異

 

ナ
ラ

二

於

人

 

ニ

一

、
而

与
二

造

物

（
注
３
）

者
一

為

 

ル

レ

徒

 

ト

矣

。

 
 

 

(

注) 

１
溝 

２
筆
者
が
主
張
す
る
「
敬
天
主
義
」 

３
万
物
の
創
造
者
で
あ
り
、
支
配
者 

 
 

ざ
ル
モ 
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第
六
回
・山
中
問
答
／
可
惜[

漢
詩] 

 Ⅰ

・
山
中
問
答(
山
の
中
で
の
俗
人
と
の
問
答) 

 

李
白 

問

 

フ

レ

余

 

ニ

何

 

ノ

意

 

ア
リ
テ
カ

棲
 

ム
ト

二

碧
（
注
１
）

山

 

ニ

一

 

笑

 

ツ
テ

而

不

答

 

ヘ

心

自

（
注
２
）
ラ 

 

閑

 

ナ
リ 

桃

 

花

 

流

 

水

 

窅

然

去

（
注
３
）
え
う
ぜ
ん
ト
シ
テ 

 

ル 

別

 

ニ

有

 

リ

三

天

地

 

ノ

非

 

ザ
ル

二

人

間

 

ニ

一 

 Ⅱ

・
可

 

シ
レ

惜

 

シ
ム 

 

杜
甫 

花

 

ノ

飛

 
 

ブ
コ
ト 

有

 

ル
二 

底
な
ん
ノ 

急

 

カ
一 

 

老

 

イ

去

 

ゆ
ケ
バ

願

 

フ
二

春
 

ノ

遅カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

一 

可

 

シ 

レ

惜

 

シ
ム 

歓
（
注
４
） 

娯

 

ノ 

地  

都

 

す
べ
テ

非

 

ザ
ル
ヲ

二

少 

壮

 

ノ 

時
 

ニ
一 

寛ゆ
る
ウ
ス
ル
ハ

レ

心

 

ヲ

応
ま
さ
ニ

二

是

 

レ

酒

 

ナ
ル

一 
 

遣
や
ル
ハ

レ

興

 

ヲ

莫

 

シ
レ

過

 
 

グ
ル
ハ

レ

詩

 

ニ 

此
（
注
６
）
ノ

意 

陶 

潜

 

ノ
ミ 

解

 

ス 
 
 

吾

 

ガ 

生

後

 

レ
タ
リ

二

汝

 

ノ 

期

 

ニ
一 

 (

注) 

１
深
い
山 

２
他
人
に
構
う
こ
と
な
く 

３
は
る
か
に
遠
い
さ
ま 

４
歓
楽 

５
思
い
を
晴
ら
す 

 

６
老
い
る
嘆
き
を
酒
や
詩
で
紛
ら
わ
す
気
持
ち 

 
 

べ
シ 

（
注
５
） 
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